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1．はじめに

　本誌前号に筆者は、「スーダン考古学研究のための覚書」という小文を寄稿した（坂本 2017d）。研究を進

める上で欠かせない学術叢書や学術雑誌の紹介を第一義としたこの拙い小文は、自身の浅学を顧みず、当該

分野並びに隣接分野の諸学兄・学友に何らかの形で資するものがあればと思いしたためたもので、これを眺

めれば海外の研究動向は概ね把握できるのではなかろうか。ただ、国内の研究動向については意を尽くしき

れない点が多く残った。実際、この小文は邦語文献を殆ど取り上げておらず、また取り上げたとしても数点

の概説書を挙げるに留まっており、研究の手引きとしてはやはり片手落ちと言わねばならないであろう。し

たがってその間隙を埋めるべく、本稿において我が国の関連業績を網羅的に集成し、一際重要なものにはご

く簡単な解題を附し利用に便ならしめることとする。

　なお、「スーダン考古学」という用語についてここで一定の注意を喚起しておく。というのも、当該学問

が主に研究対象としてきたヌビア地域は、スーダンのハルツームからエジプトのアスワンにかけて広がって

いるからだ。この意味において「スーダン考古学」という用語は必ずしも正確ではなく、言うなれば、以下

に挙げる関連業績は「ヌビア研究（Nubian Studies）」と一括するのがよりふさわしい。本稿では、用語が含

みうる地理的範囲に注意を払いながら、「スーダン考古学」と「ヌビア研究」の双方を適宜用いることとする。

2．文献解題

（1）日本における研究略史

　筆者の管見に触れる限り、初めてヌビアを学術的議論の俎上に載せたのは岡島誠太郎である。古代エジプ

トの貴金属を論じた一篇において岡島（1928）は、ヌビアが古代エジプト人に「クシュ」（及びワワト）と

呼ばれていたこと、ヌビアの金が古代エジプト人を惹きつけていたことをすでに指摘している。数年後には、

ケルマやナパタ、メロエといった代表的遺跡にも言及していることから（岡島 1932: 11）、岡島がヌビアに

一定の興味を示していたことは論を俟たない。また、主著として名高い『エジプト史』には十数頁にわたっ

て「クシュ系」第 25 王朝の盛衰が綴られており（岡島 1940: 300-313）、ここにわれわれは日本のヌビア研

究の萌芽を認めることができる。

　こうして芽吹いた日本のヌビア研究は、続く定金右源二（1955）においてひとまず明確な形を見ることと

なる。「クシュ系」第 25 王朝に傾注した岡島とは対象的に、定金はヌビアの歴史的全体像を描き出している

からだ。具体的には、ヌビアと古代エジプトの関わりに始まり、G.A. レイズナー（Reisner）による王家埋

葬地（アル＝クッル、ヌリ、ジェベル・バルカル、メロエ）の発掘調査、F.Ll. グリフィス（Griffith）によるファ

ラスとサナムの発掘調査、J. ガルスタング（Garstang）によるメロエの発掘調査、H.W. フェアマン（Fairman）
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によるアマラ西の発掘調査、さらには、A.J. アーケル（Arkell）を中心とした先史時代遺跡の調査研究の成

果が順に紹介されている。定金が再びヌビアを研究対象とすることはなかったものの、この論文こそが、ヌ

ビアに関する我が国最初の歴史的概説であり特筆に値する。

　以後、我が国のヌビア研究は大きく二時期に分けることができる。一つは、1960 年代から 1970 年代にか

けてで、この間に現れたほとんど全ての研究が当時活発化していたヌビア遺跡救済運動を論じている。代表

的論客は鈴木八司である。もう一つは、中近東文化センターによる紅海沿岸の発掘調査報告を皮切りとした

1980 年代以降のもので、これが、現在の研究に多かれ少なかれ連なってゆく。ただしあらかじめ指摘して

おくと、わが国のヌビア研究はまだ発展途上にある。研究対象が先史時代からイスラーム時代あるいは文化

遺産問題にまで広がりを見せていることは確かだが、エジプト学と比較すると関連論文の数は圧倒的に少な

く、このような状況を暗示するかのように、「日本では古代エジプトとヌビアの関わりを研究するものは鈴

木先生以降不在」という発言も近年見受けられる（東海大学、横浜ユーラシア文化館編 2015: xiii）。その是

非は読者に委ねることとするが、ともかく、この発言からは一つの事実を汲み取ることができるように思う。

それは、我が国のエジプト学とスーダン考古学の間に根源的な乖離が認められること及びスーダン考古学の

発展を担うべき研究機関が存在していないことであり、換言すれば、これこそが今後真摯に取り組むべき重

要課題と言ってよかろう。以上の諸点を頭の片隅に留めたうえで、我が国の学問的歩みを簡単に振り返って

ゆくこととしよう。

（2）ヌビア遺跡救済運動

　上述したように、我が国の学問的歩みはヌビア遺跡救済運動と深く関わっているため、まずはその説明か

ら入ろう。1960 年 3 月 8 日に公式に開始されたこの救済運動は、当時建設が進みつつあったアスワン・ハ

イダムによって水没の危機に瀕したヌビアの記念碑を救うべくユネスコが立ち上げたもので、我が国に対し

ても参加要請が打診されている。具体的経緯については沢田（1961）に詳しい。マニラで開催されていた

ユネスコの亜細亜地域会議に日本代表団団長として出席していた沢田が、ユネスコ事務局長ビットリーノ・

ヴェネローゼから三笠宮殿下にお目にかかりたい旨を直接依頼されており、その手配を会議席上より進めて

いる。こうしてヴェネローゼの日本訪問が実現し、我が国のヌビア遺跡救済運動への参加が現実味を帯びて

ゆくのである。

　ヌビア遺跡救済運動の全容は石井（1962; 1964）に詳しい。筆者の狭い管見に触れる限り、本救済運動を

最も事細かく解説しているのはこれらの論文である。一つ目の論文は関係各所の内部文書の紹介を主とした

もので、水没予定地域の海抜標高の変化、本救済運動に先立つアラブ連合とスーダンの動向、ヴェネローゼ

が加盟各国に送った書簡の内容、具体的援助の方法とそれに対する反対給付の内容説明等に紙面の大半が割

かれているが、各国の参加状況も克明に記されており、簡便である。二つ目の論文はその補遺とでも呼ぶべ

きもので、アブ・シンベル神殿の移築計画が二転三転していること、日本がこれに積極的姿勢を見せなかっ

たことを暗に批判している。ヌビア遺跡救済運動について知りたければ、まずはこれら二つの論文に目を通

して然るべきであろう。

　その上でさらなる良著を挙げると、まず、藩（2000）はヌビア遺跡救済運動に対する日本政府の取り組み

を克明に記録しており、極めて有用である。とくに、本救済運動に積極的姿勢を示す外務省と消極的姿勢を

示す文部省の相克が大きな足かせとなり、一度は予定されていた調査隊や発掘隊の派遣が思うように進まな

かったことがここから了解される。次に、本救済運動のきっかけとなったアスワン・ハイダムについては鈴

木（1970c）と長沢（2013）を挙げておきたい。鈴木の論文は、ハイダムの原案とでも呼ぶべきものが 20 世

紀初頭に既に出来上がっていたことを指摘したもので、論調としては、原案の起草者、ギリシア系エジプト
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人農業技師のアドリアン・ダニオスの生涯を辿るものとなっている。本農業技師とハイダムの関係性は広く

認識されているとは言い難く、それだけにこの論文は一読に値する。一方、ハイダムと環境の関係性に焦点

を当てた長沢の論文は、ヌビア遺跡救済運動を広い文脈に位置付ける上で確かな手がかりとなるだろう。

　最後に、ヌビア遺跡救済運動と文化遺産の関わり（河野 1995）については、関廣（2008; 2010a; 2010b; 

2015b）が近年精力的に論文を発表している。実際、本救済運動によって 40 万人以上のヌビア人が故郷を奪

われたこと、そして、その功罪の議論が「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約（通称、世界遺

産条約）」の採択を導いたことを考えると、ヌビアをフィールドとする研究者が声を上げて主張すべき点は

極めて多い。問題は、ヌビアへの関心が比較的低い我が国においてどのように自らの主張を発信してゆくか

であろう。この意味で、専門分野の垣根を超えて対話を図ろうとする関廣の姿勢は見習うべきものであり、

換言すれば、当該地域の歴史研究に閉じこもろうとする姿勢を暗に戒めている。救済運動によって多くの人

類共通の遺産が失われたことはもちろん、ヌビアの大地に住まう住人のかけがえのない生活もが奪われたこ

とを深く認識し研究を実践してゆかなければ、本学問が我が国に根付くことはおそらくないであろう。

（3）鈴木八司によるヌビア現地調査

　我が国のスーダン考古学は、鈴木八司を抜きに語ることができない。エジプト学の草分け的存在として知

られる氏の略歴は近藤（2010）と坂本（2018）に譲るが、重要なのは、氏がヌビア遺跡救済運動に参加した

我が国唯一の考古学者だったことである。正確には、1960 年 9 月から 1961 年 2 月にかけて実施された二度

の現地調査が、日本のスーダン考古学の嚆矢となった。本現地調査は、ヌビア遺跡救済運動への各国の参加

状況及び援助方式の実態を探るべく行なわれたもので、調査期間中、氏はアスワンからセムナ南までの各地

を訪れ詳細な観察記録を残している。その概要は鈴木（1961）と（1970b）に詳しい。後者は現地調査報告

としてのみならずヌビアの歴史概説書としても秀逸であり、特に一読を勧めたい。なお、氏が生前蒐集した

書籍約 6000 点、考古資料約 6000 点、写真・映像資料約 15000 点は「鈴木コレクション」として現在東海大

学に寄贈・所蔵されており、データベースの作成作業が目下進められている（東海大学、横浜ユーラシア文

化館編 2015）。本コレクションには氏がヌビアで撮影した写真が含まれているが、これを見ると、当時の貴

重な様子とともに氏の確かな足取りに想いを馳せることができる。我が国の先駆者が残した学術的遺産をど

のように活用してゆくべきか、その絶えない問いかけを今後の大きな課題とせねばならないだろう。

（4）三上次男、川床睦夫による紅海沿岸調査

　1966 年 3 月、鈴木八司によるヌビア現地調査から約 5 年の歳月が経過したこの月、三上次男率いる第二

次出光中東調査隊がアイザーブ遺跡を訪れている。行政上はスーダンに、にもかかわらずエジプトの統制下

に置かれたこの遺跡をどちらの国に位置付けるかは諸説あろうが、とにかくもこの訪問が、我が国の考古学

者とスーダンの次なる接点である。中国陶器の散布地を追い求めるなかでアイザーブに狙いをつけた第二次

出光中東調査隊は、三上、鈴木、杉村棟、重松和夫から成る少数精鋭で、同年 3 月 3 日から 9 日にかけて測

量調査と遺物の表面採集を行なっている（三上 1988）。1991 年には、川床睦夫率いる中近東文化センターに

よってさらなる予備調査が行われ、中国銅貨一枚を含む多数の採取遺物が出土した。このようにアイザーブ

は該期の東洋と西洋の交易網を窺い知るための貴重な知見を提供しているが、政治的理由により調査継続が

困難となり、以後現在まで凍結されている。

　アイザーブ以外にも、川床睦夫は 1987 年から 1992 年にかけてスーダンの紅海沿岸部を断続的に調査して

おり、バニー・アッバース島、アキーク、リーフ島バーディゥがこの時調査されている。このうち、スーダ

ンとエリトリアの国境付近に位置するバーディゥでは二度の試掘が行なわれており、その結果、バーディゥ
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が初期イスラーム時代から 12 世紀に及ぶ南紅海の重要港であったことが判明している。さらに、遺跡北方

の墓域群調査によって銘文入り墓碑数点が新たに検出されており、アラビア半島由来のムスリムがここに居

住していたことも明らかとなっている。アイザーブ、バーディゥともに調査が継続されていれば我が国の

スーダン考古学の本格的発展の足がかりとなったであろうが、残念ながら調査は中断・凍結され、日本調査

隊は再び長い眠りにつくこととなる。その経緯は川床（1993; 1999）に詳しい。

（5）個別研究

　以上を除くと、多くの個別研究が近年までに現れている。冒頭で引用した小文は幾つかの和書を挙げるに

留まったが、実際には少なからぬ重要文献が存在している。まず、ヌビアの歴史的理解を深める上でなによ

りお勧めしたいのが鈴木（1970a; 1970b）と鈴木、森本（1979）である。我が国のスーダン考古学の先駆者

の手になるこれらは、先史時代からキリスト教時代に至るまでの歴史的概要や代表的遺跡の紹介、並びにア

フリカ考古学の意義を平易に綴っており、最良の入門文献となっている。安田火災海上保険株式会社広報部

（1996）もここに加えておくべきだろう。我が国を代表するエジプト学者が一堂に会したこの書籍は、ヌビ

アの歴史を文字通り多角的に論じたもので、初学者の理解に資するところが極めて大きい。目次から関連項

目を抽出すると、「黄金と象牙の産地ヌビア」「ヌビアの先史文化」「ヌビアの砦」「アブ・シンベル大神殿

とラメセス二世の栄光」「十本の巨大列柱の謎」「メロエの最後のピラミッド群」「ヌビアのキリスト教文化」

「ヌビアへの玄関」「二十三の遺跡は救われた」「ヌビア紀行」「遺跡ガイド」となっておりいずれも重要で

ある。非売品のため入手困難なのが難点だが、是非とも一読を勧める。その他の個別研究については、筆者

の専門外のものも多く甲乙付け難いため、文末に参考文献として網羅するに留めた。便宜上時代別にまとめ

ておくと、A グループ文化期については大城（2000）と高宮（2003; 2006; 2008）、パン・グレーヴ文化期に

ついては小野（1999）、第 25 王朝時代及びナパタ期については大城（2002; 2014）、松本（2012）、坂本（2013）、

齋藤（2014a; 2014b）、メロエ王国時代については西本、溝口（2001）、関廣（2013; 2014a）などが代表例と

して挙げられるであろう。まずはこれらを通じて各時期の概要を曲がりなりにも掴み、その後に欧米諸語の

論文を読み進めてゆくのが、現時点において最も効率的かつ望ましいように思う。

3．おわりに

　以上、本稿では、我が国におけるスーダン考古学及びヌビア研究の学問的蓄積を、極めて限定的ながら文

献解題という形で紹介してきた。関連文献を網羅しても数頁に収まることからわかるように、本蓄積はまだ

まだ薄く、体系的見通しは依然として立っていない。鈴木八司、川床睦夫という先駆者を失し、中近東文化

センターによる紅海沿岸調査が凍結されたいま、我が国の考古学者がこの分野で名乗りを上げることはます

ます難しくなっているのが現状である。本稿はそうした現状をまず冷静に俯瞰し、未来に向かって確かな歩

みを進めるための一つの礎に過ぎないが、この小文を糧としてさらなる研究に邁進する後学が現れることを

願って止まない。
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